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昭和51年 4 月　東海中学生徒会長

平成元年 3 月　第 22 回全医体運営委員長

平成 2 年 3 月　愛知医科大学医学部医学科　卒業

平成 2 年 4 月　名古屋聖霊会聖霊病院　外科医師

平成 7 年 7 月　名古屋第二赤十字病院　移植外科医師

平成12年 3 月　名古屋大学大学院医学系研究科博士課程　修了

平成12年 4 月　米国ハーバード大学医学部 外科　博士研究員

平成16年 4 月　名古屋大学大学院医学系研究科　消化器外科学講座 非常勤講師

平成21年 4 月　名古屋大学大学院医学系研究科　国際交流室　准教授

平成22年 2 月　ICMT( 米国 Baylor college of Medicine 内 ) 癌免疫治療学　教授

平成22年10月　Fellow of American College of Surgeons (FACS) 

平成29年 6 月　名古屋大学大学院医学系研究科　国際医学教育学　教授

教　授　就　任
総合管理医学講座　国際医学教育学　教授　粕

か す

谷
や

　英
ひ で

樹
き

　この度、平成 29 年６月１日付けで名古屋大学大学院
医学系研究科　総合医学専攻の教授職を拝命いたしまし
た。また、合わせて７月１日より総合管理医学講座　国
際医学教育学分野の教授職を授かりました事を謹んでご
報告させて頂きます。学友会の皆様には紙面をお借りし
て、ご挨拶申し上げます。
　私は予てより国際連携室長、癌免疫治療研究室長とし
てその運営に当たって参りました。国際関連では学部か
ら大学院まで点ではなく線で結ばれた体系化された医学
英語教育を展開し、学部ではオープンキャンパス、入学
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時オリエンテーションから、基礎セミナー A、医学入
門の英語化授業、４年生次の医学英語、PBL 英語シナ
リオ、国際的視野の開発、派遣実習前特別講義、海外提
携校での臨床派遣実習を担当し、鶴舞キャンパスと大幸
キャンパスで毎週２回低学年と高学年に分けた医学英語
セミナーを開講してきました。低学年から高学年まで体
系化された教育を受けた学生の２割強が海外提携校での
臨床実習を経験し、この割合は今後も増加していく物と
思われます。また、彼らの卒後の要求に応えるべく大学
院での国際共同教育として Joint Degree Program を展
開し学部から大学院まで一貫した国際医学教育プログラ
ムを展開しています。教室の研究テーマとしては世界の
Top 100 大学の医学部の学部および大学院教育システム
の質的研究を広く行い、国際的に活躍する優れた臨床医
学研究者、基礎医学研究者、医学教育研究者を育成し、
国際競争力の高い研究大学として相応しい医学教育プロ
グラムを開発する事を研究テーマとしています。
　私は東海中学、東海高校を経て愛知医科大学に進み、
聖霊会聖霊病院での１年間のローテート研修を経て、当
時の名古屋大学医学部第二外科教室へ入局いたしまし
た。入局後派遣された名古屋第二赤十字病院では内田和
治先生のご指導の下、腎移植にも携わりました。その
後、名古屋大学医学系研究科の大学院生として帰局し中
尾昭公先生と西山幸廣先生のご指導の下、第二外科教室
を主科、ウイルス学教室を副科として研究生活を送りま
した。大学院生時代の研究テーマは腫瘍溶解性ウイルス
であり、大学院修了後は中尾昭公先生からご推薦頂き、
この腫瘍溶解性ウイルスの研究で有名であったハーバー
ド大学 MGH 外科学教室の Prof. Kenneth K. Tanabe
の所で博士研究員として働く機会を与えて頂きました。
約３年半のボストン生活を経て中尾昭公先生より腫瘍溶
解性ウイルスの臨床研究を行う事になったからすぐに帰
国するようにと連絡があり、帰国後は腫瘍溶解性単純ハ
ルバスウイルス HF10 を使用した臨床研究の遂行に邁進
する日々を過ごしました。帰国後約４年が経過した頃、
国際交流室の小林孝明先生が免疫機能制御学寄付講座の
教授になられるのを機に国際交流室講師職の公募があ
り、以前から興味のあった学部生教育、海外提携校との
連携に自分の考えを持って携わることが出来る機会であ
ると考え中尾昭公先生にご相談したところ、当初は今後
の臨床研究の事を考え難色を示されましたが、最後は私
の希望をお認め頂き平成 19 年から腫瘍性研究とともに
国際関連の職務に携わっております。
　本教室の活動の前身は伊藤勝基先生が開設された国際
交流室を起源とします。伊藤勝基先生は開設当時から学
部生の医学英語教育の一環として海外派遣臨床実習に力
を入れられ教育色の強い活動を展開しておられました。
その当時から名古屋大学医学部の国際化は日本の医学部
をリードし、その提携校の秀逸さから羨望を受ける存在
でありました。しかし、ここ数年の国際化の流れは以前
にも増して顕著となり日本のほとんどの医学部が教育、
研究において積極的な国際化の取り組みを行うように
なってきています。そうした中で名古屋大学医学部も後
塵を拝する事にならない様、組織強化に努めていく必要
があります。ここ数年の大学教育・附属病院の国際化は
大きな変革を求められています。学部におけるいわゆる
2023 年問題を発端として医学教育にグローバルスタン
ダード導入の必要性が問われ、大学院制度では、文科省
の方針転換に追随する形で、海外の大学との国際共同教
育を進めるためのジョイントディグリープログラムが発
足しました。また、以前と比して大学のランキング評価
が重要視されるようになり、評価項目としての国際共同
研究の数と質が問題視されるようになってきています。

附属病院においても国際化の流れは加速しており、in 
bound、out bound ともに早急な対応が望まれていま
す。本教室は、この加速する国際化の大きな変革の流れ
の中で関係講座と協力し広く情報収集を行い、研究対象
を国内外に広げ、変化する社会の要求に相応し、国内外
の医学部をリードする指導的立場の国際展開を進めて行
かなければならないと思っております。
　最後となりましたが、これまでご指導頂いた総長、研
究科長はじめ、諸先生方、スタッフの皆様に深く感謝申
し上げます。学友会の皆様、古巣である消化器外科同門
会の皆様には益々のご指導、ご鞭撻の程何卒宜しくお願
い申し上げます。

 教授就任インタビュー 

　　 教授に就任された心境と抱負をお聞かせ下さい。
　名古屋大学の医学部の国際化をさらに進めていき、名
古屋大学が日本の医学部の中で国際化のリーダーシップ
をとれるようにしていきたいと思っております。

■　■　■

　　 国際連携室の概要をお聞かせ下さい。
　国際連携室は、主に医学部の国際化を担当しておりま
す。具体的には、１年次の医学入門の英語化、基礎セ
ミナー A や、４年次の医学英語、PBL の英語のシナリ
オ、６年次の派遣実習前の授業などです。また、鶴舞
キャンパスと大幸キャンパスで週に２回、低学年用と高
学年用に分けた英語セミナーを開講しています。当教室
はこれらを通して、低学年から高学年まで一貫した、体
系化された英語教育を行うことを目指しています。
　また、大学間海外の大学との共同研究や共同教育をは
じめとした連携も行っています。我々は世界的にレベル
が高い医学部や大学院の教育システムを研究し、名古屋
大学の教育システムに反映して本学の競争力を高めたい
と考えております。

■　■　■

　　 今の道に進まれたきっかけ。
　小学５年生の時、父がアメリカのコロンビア大学に留
学し、家族でついていきました。現地では研究者として
働く父の姿や、学業に励む学生の姿に感銘を受け、帰国
して大きなカルチャーショックを受けました。そこから
徐々に海外を意識し始め、ハーバード大学に留学しまし
た。これらの経験を通して、海外での経験の有無によっ
て考え方や視野に大きな違いが生じることを実感し、多
くの学生に国際的視野をもってもらいたいと思ったのが
きっかけです。

■　■　■

　　 現在、国際連携の分野で話題になっていることを
教えて下さい。
　現在海外でも日本でも注目されているトピックスとし
て、ジョイント・ディグリープログラムが挙げられま
す。国内でジョイント・ディグリープログラムを実施し
ている大学は名古屋大学を含めて２校のみであり、名古
屋大学はアデレード大学をはじめとした海外トップ大学
との提携を行っており、この分野において日本の先駆的
立場を担っていると言えます。

■　■　■

　　 最後に、学生へのメッセージをお聞かせ下さい。
　学生の皆さんには、名古屋大学医学部でしか受けられ
ない英語教育をうまく利用し、国際的な人材となって本
学を卒業していただきたいと思います。
 ( インタビュアー：平松　成美、杉浦　健太郎 )


